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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外側サッシ障子および室内側サッシ障子をスライド可能に支持するサッシ枠のサッシ
上枠において、
　躯体に固定された本体部と、
　該本体部から下方に突出し、前記室外側サッシ障子のスライド移動をガイドする室外側
レールと、
　前記本体部から下方に突出し、前記室内側サッシ障子のスライド移動をガイドする室内
側レールと、
　前記室外側レールと前記室内側レールとの間に配置され、前記本体部の少なくとも一部
を覆い、内部空間を形成するように区画された区画部と、を備え、
　前記区画部は、上下方向に移動可能または弾性変形可能に構成されているとともに、前
記サッシ枠に支持された前記室外側サッシ障子および前記室内側サッシ障子と上下方向に
離間していることを特徴とするサッシ上枠。
【請求項２】
　前記本体部に係止され前記区画部を支持する支持部を備え、
　該支持部は、硬質樹脂で形成され、前記区画部は、軟質樹脂で形成されていることを特
徴とする請求項１に記載のサッシ上枠。
【請求項３】
　前記区画部は、上下方向に移動可能に構成され、
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　上側に移動した前記区画部を下側に押し戻す区画部位置戻し材を備えることを特徴とす
る請求項１または２に記載のサッシ上枠。
【請求項４】
　前記区画部は、前記内部空間を複数に区画することを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか一項に記載のサッシ上枠。
【請求項５】
　前記区画部は、前記室外側サッシ障子および前記室内側サッシ障子が閉鎖した状態にお
ける前記室外側サッシ障子側の縦枠と、前記室内側サッシ障子の召合框との間の領域のみ
に設けられている請求項１乃至４のいずれか一項に記載のサッシ上枠。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サッシ上枠に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、サッシ枠およびサッシ障子の框に、アルミニウムなどの金属と樹脂とを用いた複
合サッシが知られている（例えば、特許文献１参照）。このような複合サッシを用いるこ
とで、断熱性能を高めることができるとともに、室内側の意匠性を高めることができる。
　通常、引違窓の複合サッシには、サッシ枠の上下に、それぞれ開口部の内側に向かって
突出し、室外側のサッシ障子の開閉移動をガイドする室外側レールおよび室内側のサッシ
障子の開閉移動をガイドする室内側レールが設けられていて、これらの室外側レールおよ
び室内側レールとの間に樹脂カバーが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２７３２３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、引違窓は、サッシ障子の上框および下框に形成された溝部にサッシ枠の室外
側レールまたは室内側レールが嵌めこまれる構造であるため、サッシ枠にサッシ障子を建
て込む際に、けんどん式に建て込まれている。このため、サッシ障子とサッシ上枠との間
には、建て込み代となる下方に開口された空部が必要となっている。
　このため、室外側レールと室内側レールの間に樹脂カバーが設けられている複合サッシ
であっても、室外の冷温によってサッシ障子とサッシ上枠との間の空部の空気が冷却され
、室内の温度が低下したり、室内において結露が生じたりする虞がある。
　これに対し、この空部に断熱材や空気層などの断熱機構を設けることが望まれるが、こ
の空部がサッシ障子を建て込む際の建て込み代となるため、断熱機構を設けることができ
ない、または、この空部に断熱機構を設けるためには、空部を大きくする必要があり、サ
ッシ枠を大きくしなければならないという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、室内外の断熱ができ、室内の結露を防止できるとともに、サッシ枠
にサッシ障子をけんどん式に建て込むことができるサッシ上枠を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係るサッシ上枠は、室外側サッシ障子および室内側
サッシ障子をスライド可能に支持するサッシ枠のサッシ上枠において、躯体に固定された
本体部と、該本体部から下方に突出し、前記室外側サッシ障子のスライド移動をガイドす
る室外側レールと、前記本体部から下方に突出し、前記室内側サッシ障子のスライド移動
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をガイドする室内側レールと、前記室外側レールと前記室内側レールとの間に配置され、
前記本体部の少なくとも一部を覆い、内部空間を形成するように区画された区画部と、を
備え、前記区画部は、上下方向に移動可能または弾性変形可能に構成されているとともに
、前記サッシ枠に支持された前記室外側サッシ障子および前記室内側サッシ障子と上下方
向に離間していることを特徴とする。
【０００７】
　本発明では、本体部、室外側レールおよび室内側レールの間の空部が区画部によって区
画されることにより、区画部によって区画された空間が断熱空気層となってその上側と下
側とを断熱できるため、室内外の断熱ができて、室内側の結露を防止できる。
　そして、区画部は、上下方向に移動可能または弾性変形可能に構成されていることによ
り、サッシ枠にサッシ障子をけんどん式に建て込む際に、上側に移動する室外側サッシ障
子および室内側サッシ障子と区画部とが干渉しても、区画部が上側に移動したり、弾性変
形したりするため、室外側サッシ障子および室内側サッシ障子の上側への移動が阻止され
ずスムーズに室外側サッシ障子および室内側サッシ障子をサッシ枠に建て込むことができ
る。また、室外側サッシ障子および室内側サッシ障子が建て込まれた後は、区画部が重力
によって下側に移動したり、弾性変形が復元されたりするため、区画部によって区画され
た空間を確実に確保することができる。
【０００８】
　また、本発明に係るサッシ上枠では、前記本体部に係止され前記区画部を支持する支持
部を備え、該支持部は、硬質樹脂で形成され、前記区画部は、軟質樹脂で形成されている
構成としてもよい。
　このような構成とすることにより、区画部が軟質樹脂で形成されていて弾性変形可能で
あったとしても、支持部は、硬質樹脂で形成されていて容易に変形しないため、本体部へ
の取付を容易に行うことができる。また、支持部を介して区画部が本体部へ固定されるた
め、区画部が本体部から外れることを防止できる。
【０００９】
　また、本発明に係るサッシ上枠では、前記区画部は、上下方向に移動可能に構成され、
上側に移動した前記区画部を下側に押し戻す区画部位置戻し材を備える構成としてもよい
。
　このような構成とすることにより、区画部が上側に移動した際に、重力だけでなく区画
部位置戻し材に下側に押し戻されることによって、区画部を確実に元の位置および元の形
状に戻すことができ、断熱空気層を確実に確保することができる。
【００１０】
　また、本発明に係るサッシ上枠では、前記区画部は、前記内部空間を複数に区画するこ
とが好ましい。
　このような構成とすることにより、断熱空気層が区分されていない場合と比べて、断熱
空気層内の熱の移動を抑制することができ、断熱空気層の断熱性能を向上させることがで
きる。
　また、本発明に係るサッシ上枠では、前記区画部は、前記室外側サッシ障子および前記
室内側サッシ障子が閉鎖した状態における前記室外側サッシ障子側の縦枠と、前記室内側
サッシ障子の召合框との間の領域のみに設けられていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、室外側レールと室内側レールとの間の空部が区画部によって上下に区
画され、区画部と本体部との間に断熱空気層が形成されていることにより、断熱空気層が
その上側と下側とを断熱できるため、室内外の断熱ができて、室内側の結露を防止できる
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態によるサッシの一例を示す水平断面図である。
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【図２】図１の室内側からみた正面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線断面図でサッシ上枠を説明する図である。
【図４】第１実施形態による室内側サッシ障子をサッシ枠に建て込む際の空部内の状態を
説明する図である。
【図５】第２実施形態によるサッシ上枠を説明する図である。
【図６】第２実施形態による室内側サッシ障子をサッシ枠に建て込む際の空部内の状態を
説明する図である。
【図７】第３実施形態によるサッシ上枠を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
（第１実施形態）
　以下、本発明の第１実施形態によるサッシ上枠について、図１乃至図４に基づいて説明
する。
　図１および図２に示すように、第１実施形態によるサッシ１Ａは、引違窓のアルミニウ
ムと樹脂の複合のサッシで、建物１１の開口部１２に固定されたサッシ枠２Ａと、サッシ
枠２Ａの内部に見付け方向にスライド可能に設置される室外側サッシ障子３Ａおよび室内
側サッシ障子３Ｂと、を備えている。
【００１４】
　図２に示すように、サッシ枠２Ａは、開口部１２の縁部に沿った矩形状に形成されてい
て、見付け方向に延在するサッシ上枠２１Ａおよびサッシ下枠２２と、上下方向に延在す
る一対のサッシ縦枠２３，２３と、を有している。
　ここで、サッシ上枠２１Ａ以外は、公知のものとして以下説明する。
【００１５】
　図３に示すように、サッシ上枠２１Ａは、建物１１（図１参照）に固定された本体部２
４と、室外側サッシ障子３Ａのスライド移動をガイドする室外側レール２５Ａと、室内側
サッシ障子３Ｂのスライド移動をガイドする室内側レール２６Ａと、室外側レール２５Ａ
と室内側レール２６Ａとの間の空部２７を上下方向に区画する区画部４Ａと、本体部２４
に係止され区画部４Ａを支持する支持部５と、を備えている。また、本体部２４と区画部
４Ａとの間には、断熱空気層６Ａが形成されている。
【００１６】
　本体部２４は、それぞれ見付け方向に延在し、室外１３側に配される室外側形材２４ａ
と、室内１４側に配される室内側形材２４ｂと室外側形材２４ａと室内側形材２４ｂとの
間に設けられて室外側形材２４ａと室内側形材２４ｂとを連結する断熱ブリッジ材２４ｃ
と、を有している。
　室外側形材２４ａおよび室内側形材２４ｂは、アルミニウムを材料として形成され、断
熱ブリッジ材２４ｃは、室外側形材２４ａおよび室内側形材２４ｂを形成する材料よりも
熱伝導率の低い樹脂やウレタンを材料として形成されている。
【００１７】
　室外側レール２５Ａは、見付け方向に延在し室外側形材２４ａの下面から下方に突出す
る板状の部材で構成されている。また、室内側レール２６Ａは、見付け方向に延在し室内
側形材２４ｂの下面から下方に突出する板状の部材で構成されている。
　これらの室外側レール２５Ａと室内側レール２６Ａとは、見込み方向に所定の間隔をあ
けて設けられていて、この間隔が下方に開口された空部２７を構成している。
　室外側レール２５Ａおよび室内側レール２６Ａは、アルミニウムを材料として形成され
ている。
【００１８】
　また、本実施形態では、本体部２４の室内側形材２４ｂの下側および室内側レール２６
Ａの室内１４側の面に沿って樹脂カバー７が設けられていて、樹脂カバー７のうち室内側
レール２６Ａの室内１４側の面に沿っている部分７１が、室内側レール２６Ａに係止され
ている。ここで、以下では、上述したアルミニウムを材料として形成された室内側レール
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２６Ａと、樹脂カバー７のうち室内側レール２６Ａの室内１４側の面に沿っている部分７
１と、を室内側レール２６Ａとして説明する。
【００１９】
　室外側レール２５Ａは、室外側サッシ障子３Ａの上框３１Ａに形成された上方に開口し
見付け方向に延びる溝部３２Ａに挿入可能に構成され、室内側レール２６Ａは、室内側サ
ッシ障子３Ｂの上框３１Ｂに形成された上方に開口し見付け方向に延びる溝部３２Ｂに挿
入可能に構成されている。
　そして、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂがサッシ枠２Ａに建て込ま
れると、室外側レール２５Ａは、下端部（先端部）２５ａが室外側サッシ障子３Ａの溝部
３２Ａの底部３２ａと上下方向に離間した状態で下端部２５ａ側が溝部３２Ａに挿入され
、室内側レール２６Ａは、下端部（先端部）２６ａが室内側サッシ障子３Ｂの溝部３２Ｂ
の底部３２ａと上下方向に離間した状態で下端部２６ａ側が溝部３２Ｂに挿入されている
。このとき、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂのそれぞれの上框３１Ａ
，３１Ｂの上端部は、サッシ上枠２１Ａの本体部２４と上下方向に離間している。
【００２０】
　また、室外側レール２５Ａおよび室内側レール２６Ａには、上端部（基端部）２５ｂ，
２６ｂ近傍に他方のレール側に向かって突出する突出片２５ｃ，２６ｃがそれぞれ形成さ
れていて、突出片２５ｃ，２６ｃと本体部２４の間には隙間が形成されている。
【００２１】
　空部２７は、見付け方向に延在し、本体部２４の下側を向く面と、室外側レール２５Ａ
の室内１４側の面と、室内側レール２６Ａの室外１３側の面とに囲まれて、見込み方向の
断面形状が下方に開口する略矩形状に形成されている。
　この空部２７のうち、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂが開口部１２
を閉鎖した状態における、室外側サッシ障子３Ａ側の縦枠２３と、室内側サッシ障子３Ｂ
の召合框３３との間の領域Ｓ（図２参照および図１の斜線部Ｓ１の上方の領域）に、区画
部４Ａ、支持部５および断熱空気層６Ａが設けられている。ここで、以下ではこの領域Ｓ
を空部２７として説明する。
【００２２】
　支持部５は、平面視において空部２７の略全体と重なり、その面が上下方向を向く長尺
の板材で、硬質の塩ビなどの樹脂を材料として形成されている。
　支持部５は、室外１３側および室内１４側の縁部が、室外側レール２５Ａおよび室内側
レール２６Ａに形成された突出片２５ｃ，２６ｃと本体部２４との間の隙間にそれぞれ挿
入されると、本体部２４に係止されるように構成されている。
【００２３】
　区画部４Ａは、平面視において空部２７の略全体と重なりその面が上下方向を向く長尺
の板材で、支持部５の下側に支持部５と間隔をあけて設けられた水平板部４１と、その面
が略見込み方向を向く長尺の板材で、支持部５と水平板部４１との間に設けられて支持部
５と水平板部４１とを連結する複数の連結部４２と、を有している。
　水平板部４１と連結部４２とは、弾性変形可能な塩ビなどの軟質樹脂を材料として一体
に形成されている。
【００２４】
　水平板部４１は、室外側レール２５Ａおよび室内側レール２６Ａの高さ方向の中間部の
高さに配されていて、下面４１ａが室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂの
上框３１Ａ，３１Ｂとそれぞれ離間するように構成されている。
　また、水平板部４１には、見込み方向の中間部で、平面視において室内側サッシ障子３
Ｂの上框３１Ｂの室外１３側の端部よりも室外１３側に、見付け方向全体にわたって段部
４１ｃが形成されていて、下面４１ａのうち室内１４側が室外１３側よりも高い位置とな
るように構成されている。
【００２５】
　ここで、図１に示すように、室外側サッシ障子３Ａは、開口部１２を閉鎖している状態
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および開放している状態のいずれにおいても、少なくとも戸先框３４が区画部４Ａの下側
に配されているように構成されている。これに対し、室内側サッシ障子３Ｂは、開口部１
２を開放している状態では、区画部４Ａの下側に配されているが、開口部１２を閉鎖して
いる状態では、区画部４Ａと上下方向に重ならないように構成されている。
　このため、室内側サッシ障子３Ｂが開口部１２を開放している状態から閉鎖する見付け
方向へスライド移動する際に、室内側サッシ障子３Ｂが上下方向に振れてしまうと、室内
側サッシ障子３Ｂの上框３１Ｂと召合框３３とが連結する角部３５（図２参照）が、水平
板部４１の端部を引っ掛けてしまう虞がある。
　そこで、水平板部４１には、段部４１ｃが形成されていて、室内１４側が室外１３側よ
りも高い位置となるように構成されていることにより、室内側サッシ障子３Ｂの上框３１
Ｂと召合框３３とが連結する角部３５が、水平板部４１の端部を引っ掛けることを防止で
きる。
【００２６】
　図３に戻り、連結部４２は、見込み方向に間隔をあけて３つ設けられていて、区画部４
Ａの見込み方向の両端部近傍および中間部と、支持部５の見込み方向の両端部近傍および
中間部とをそれぞれ連結している。
　そして、見込み方向の両側の連結部４２Ａ，４２Ａ、水平板部４１および支持部５に囲
まれた空間が断熱空気層６Ａを構成している。
　また、見込み方向の中間部に設けられた連結部４２Ｂによって断熱空気層６Ａが２つに
区分されている。
【００２７】
　次に、第１実施形態によるサッシ枠２Ａへ室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障
子３Ｂを建て込む際のサッシ上枠２１Ａの空部２７内の状態について説明する。
　室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂは、サッシ枠２Ａに対してけんどん
式に建て込むように構成されている。
【００２８】
　例えば、室内側サッシ障子３Ｂをサッシ枠２Ａに建て込む場合は、室内側サッシ障子３
Ｂを斜めにして室外１３側または室内１４側からサッシ枠２Ａに近づけ、室内側サッシ障
子３Ｂの上框３１Ｂの溝部３２Ｂに室内側レール２６Ａの下端部２６ａを挿入させる。
　そして、室内側サッシ障子３Ｂをガラス面が鉛直となるように向きを変えるとともに、
室内側レール２６Ａの下端部２６ａが溝部３２Ｂの奥まで挿入するように上側に移動させ
る。また、室内側サッシ障子３Ｂの下框３２の溝部（不図示）が、サッシ枠２Ａのサッシ
下枠２２（図２参照）の室内側レール（不図示）の上側に配されるように向きを調整する
。
　そして、室内側サッシ障子３Ｂを下側に移動させて、室内側サッシ障子３Ｂの下框３２
の溝部とサッシ枠２Ａのサッシ下枠２２の室内側レールとを嵌合させる。このようにして
サッシ枠２Ａに室内側サッシ障子３Ｂが建て込まれる。
【００２９】
　このとき、上側に移動した室内側サッシ障子３Ｂは、上框３１Ｂが区画部４Ａの水平板
部４１と当接するが、区画部４Ａの水平板部４１および連結部４２は、弾性変形可能に構
成されているため、図４に示すように、室内側サッシ障子３Ｂの上側への移動に追従して
弾性変形する。このとき、断熱空気層６Ａは、その形状が区画部４Ａの弾性変形によって
変形する。
　そして、この状態から、図３に示すように、室内側サッシ障子３Ｂが下側に移動すると
、変形した区画部４Ａの水平板部４１および連結部４２は、その形状が復元される。
　なお、室外側サッシ障子３Ａについても、室内側サッシ障子３Ｂと同様にサッシ枠２Ａ
に建て込むことができる。
【００３０】
　次に、上述した第１実施形態によるサッシ上枠２１Ａの作用・効果について図面を用い
て説明する。
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　第１実施形態によるサッシ上枠２１Ａによれば、室外側レール２５Ａと室内側レール２
６Ａとの間の空部２７に断熱空気層６Ａが形成されていることにより、断熱空気層６Ａに
よって室内外を効率よく断熱できて、室内１４の結露を防止できる。
　また、区画部４Ａは、弾性変形可能に構成されていることにより、サッシ枠２Ａに室外
側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂをけんどん式に建て込む際に、上側に移動
する室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂが干渉しても、弾性変形すること
で室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂの上側への移動を阻止せず、スムー
ズに室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂをサッシ枠２Ａに建て込むことが
できる。
　また、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂがサッシ枠２Ａに建て込まれ
た後は、区画部４Ａの弾性変形が復元されるため、断熱空気層６Ａを確実に確保すること
ができる。
【００３１】
　また、本発明に係るサッシ上枠２１Ａでは、区画部４Ａが本体部２４に係止された支持
部５に支持されるため、区画部４Ａが本体部２４から外れることを防止できる。
　また、支持部５は、硬質樹脂で形成されていることにより、支持部５は、容易に変形せ
ず、本体部２４へ取り付けやすい構造となる。
　また、断熱空気層６Ａは、連結部４２Ｂによって区分されていることにより、断熱空気
層６Ａの内部が区分されていない場合と比べて、断熱空気層６Ａ内の熱の移動を抑制する
ことができ、断熱性能を向上させることができる。
【００３２】
　また、水平板部４１には、段部４１ｃが形成されていて、室内１４側が室外１３側より
も高い位置となるように構成されていることにより、室内側サッシ障子３Ｂの上框３１Ｂ
と召合框３３とが連結する角部３５が、水平板部４１の端部を引っ掛けることを防止でき
るとともに、水平板部４１に段部４１ｃがなく室内１４側の高さに合せて平坦な場合と比
べて、断熱空気層６Ａを大きく形成することができて、断熱性能を向上させることができ
る。
【００３３】
　次に、他実施形態について、添付図面に基づいて説明するが、上述の実施形態と同一又
は同様な部材、部分には同一の符号を用いて説明を省略し、上述の実施形態と異なる構成
について説明する。
【００３４】
（第２実施形態）
　図５に示すように、第２実施形態によるサッシ１Ｂのサッシ上枠２１Ｂは、室外側レー
ル２５Ｂと室内側レール２６Ｂとの間の空部２７に、第１実施形態のように支持部５が設
けられていないとともに、第１実施形態による区画部４Ａとは異なる区画部４Ｂが設けら
れている。
　第２実施形態による区画部４Ｂは、見付け方向に延在しその面が略鉛直方向を向く長尺
の板状で上下方向に間隔をあけて配された一対の水平板部４３，４３と、一対の水平板部
４３，４３の見込み方向の両端部からそれぞれ下方に突出し見付け方向に延在しその面が
略見込み方向を向く長尺の板状の一対の鉛直板部４４，４４と、を有している。
【００３５】
　一対の水平板部４３，４３は、平面視において空部２７と略重なる大きさにそれぞれ形
成されている。一対の水平板部４３，４３の間の空間４５は、一対の鉛直板部４４，４４
に挟まれている。
　一対の鉛直板部４４，４４は、一方が室外側レール２５Ｂの室内１４側の面近傍に配置
され、他方が室内側レール２６Ｂの室外１３側の面近傍に配置されている。
　このような一対の鉛直板部４４，４４および一対の水平板部４３，４３を有する区画部
４Ｂは、断面形状が略Ｃ字状となるように形成されている。
　また、これらの一対の鉛直板部４４，４４および一対の水平板部４３，４３は、硬質樹
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脂などを材料として一体に形成されている。
【００３６】
　ここで、第２実施形態では、室外側レール２５Ｂおよび室内側レール２６Ｂには、それ
ぞれ下端部２５ａ，２６ａ近傍に上側から鉛直板部４４，４４の下端部側を挿入可能な溝
部２５ｄ，２６ｄが形成されている。
　そして、鉛直板部４４，４４が室外側レール２５Ｂおよび室内側レール２６Ｂの溝部２
５ｄ，２６ｄに挿入された区画部４Ｂは、上下方向に移動可能に構成されている。
【００３７】
　また、室外側レール２５Ｂおよび室内側レール２６Ｂは溝部２５ｄ，２６ｄに区画部４
Ｂの鉛直板部４４，４４がそれぞれ挿入された状態で、室外側サッシ障子３Ａおよび室内
側サッシ障子３Ｂの上框３１Ａ，３１Ｂの溝部３２Ａ，３２Ｂに挿入可能に構成されてい
る。
　そして、室外側レール２５Ｂおよび室内側レール２６Ｂの溝部２５ｄ，２６ｄに区画部
４Ｂの鉛直板部４４，４４がそれぞれ挿入され、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッ
シ障子３Ｂの上框３１Ａ，３１Ｂの溝部３２Ａ，３２Ｂに挿入された状態で、室外側サッ
シ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂがサッシ枠２Ｂに建て込まれると、区画部４Ｂの
上側の水平板部４３と本体部２４との間に、断熱空気層６Ｂが形成されている。
【００３８】
　次に、第２実施形態によるサッシ枠２Ｂに室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障
子３Ｂを建て込む際のサッシ上枠２１Ｂの空部２７内の状態について説明する。
　なお、第２実施形態においても、第１実施形態と同様に室外側サッシ障子３Ａおよび室
内側サッシ障子３Ｂは、サッシ枠２Ｂに対してけんどん式に建て込むように構成されてい
る。
　そして、上側に移動した室内側サッシ障子３Ｂは、上框３１Ｂが区画部４Ｂと当接する
が、区画部４Ｂは、上下方向に移動可能に構成されているため、図６に示すように、室内
側サッシ障子３Ｂに下側から押されて上側に移動する。このとき、断熱空気層６Ｂは、そ
の形状が区画部４Ｂの移動によって変形する。なお、本実施形態では、区画部４Ｂが本体
部２４と当接するため、断熱空気層４Ｂがなくなるように構成されている。
　そして、この状態から、図５に示すように、室内側サッシ障子３Ｂが下側に移動すると
、上側に移動した区画部４Ｂは、重力によって下側に移動する。
　なお、室外側サッシ障子３Ａについても、室内側サッシ障子３Ｂと同様である。
【００３９】
　第２実施形態によるサッシ上枠２１Ｂによれば、区画部４Ｂは、上下方向に移動可能に
構成されて、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂの上下移動に追従できる
ことにより、第１実施形態と同様の効果を奏する。
　また、一対の水平板部４３，４３の間の空間４５においても、その上側と下側とを断熱
することができるため、室内外の断熱性能を向上させることができる。
【００４０】
（第３実施形態）
　図７に示すように、第３実施形態によるサッシ１Ｃのサッシ上枠２１Ｃは、第２実施形
態と同様の区画部４Ｂが設けられているとともに、本体部２４の下面に、弾性変形可能な
区画部位置戻し材８が設けられている。
　区画部位置戻し材８は、見付け方向に延在し、見込み方向の断面形状が矩形の部材で、
弾性変形可能な軟質の樹脂やウレタンなどを材料として形成されている。
　また、区画部位置戻し材８は、見込み方向の側面が室外側レール２５Ｂおよび室内側レ
ール２６Ｂと離間しているとともに、下面が区画部４Ｂの上面と離間している。そして、
区画部位置戻し材８と区画部４Ｂとの間、区画部位置戻し材８と室外側レール２５Ｂおよ
び室内側レール２６Ｂとの間にそれぞれ空間が形成され、これらの空間が断熱空気層６Ｃ
を構成している。
【００４１】
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　次に、第３実施形態によるサッシ枠２Ｃに室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障
子３Ｂを建て込む際のサッシ上枠２１Ｃの空部２７内の状態について説明する。
　なお、第３実施形態においても、他の実施形態と同様に室外側サッシ障子３Ａおよび室
内側サッシ障子３Ｂは、サッシ枠２Ｃに対してけんどん式に建て込むように構成されてい
る。
　そして、上側に移動した室内側サッシ障子３Ｂは、上框３１Ｂが区画部４Ｂと当接する
が、区画部４Ｂは、上下方向に移動可能に構成されているため、室内側サッシ障子３Ｂに
下側から押されて上側に移動する。このとき、上側に移動した区画部４Ｂによって、区画
部位置戻し材８は下側から押されて弾性変形する。このとき、断熱空気層６Ｃは、その形
状が区画部４Ｂの移動および区画部位置戻し材８の弾性変形によって変形する。
　そして、この状態から、室外側サッシ障子３Ａが下側に移動すると、上側に移動した区
画部４Ｂは、重力および区画部位置戻し材８の復元力によって下側に移動する。
　なお、室外側サッシ障子３Ａについても、室内側サッシ障子３Ｂと同様にサッシ枠２Ｃ
に建て込むことができる。
【００４２】
　第３実施形態によるサッシ上枠２１Ｃによれば、区画部４Ｂは、上下方向に移動可能に
構成されて、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂの上下移動に追従できる
ことにより、第１実施形態および第２実施形態と同様の効果を奏する。
　また、サッシ枠２Ｃに建て込む際に上側に移動した区画部４Ｂを重力のみでなく区画部
位置戻し材８の復元力を利用して元の位置に戻すことができる。
　また、区画部位置戻し材８がウレタンや樹脂などの断熱性能の高い材料で形成されてい
る場合、断熱空気層６Ｃに加えて区画部位置戻し材８が断熱材となるため、室内外の断熱
性能を向上させることができる。
【００４３】
　以上、本発明によるサッシ上枠の実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形
態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　例えば、上記の実施形態では、サッシ１Ａ～１Ｃは、アルミニウムと樹脂の複合サッシ
であるが、例えばアルミサッシや樹脂サッシなど、複合サッシ以外のサッシとしてもよい
。
　また、上記の第１実施形態では、本体部２４に係止された支持部５が区画部４Ａを支持
しているが、区画部４Ａが本体部２４に直接固定されて支持されていてもよい。
　また、上記の第１実施形態では、区画部４Ａに段部４１ｃが形成されているが、形成さ
れていなくてもよい。
　また、上記の第１実施形態では、断熱空気層６Ａは、連結部４２Ｂによって見込み方向
に２つに区分されているが、区分されていなくてもよいし、３つ以上に区分されていても
よい。また、区分される方向は見込み方向のみでなく、上下方向としてもよいし、見込み
方向と上下方向に区分してもよい。
【００４４】
　また、上記の第２実施形態および第３実施形態では、区画部４Ｂが上下方向に所定の間
隔をあけて設けられた一対の水平板部４３，４３を有しているが、水平板部４３は１つや
３つ以上であってもよい。
　また、上記の第３実施形態では、区画部位置戻し材８は、見付け方向に延在する部材で
あるが、見付け方向に所定の間隔をあけて設けられた複数の部材としてもよい。
　また、上記の第３実施形態では、通常時（建て込み時以外）に区画部位置戻し材８と区
画部４Ｂとが離間しているが、当接していてもよい。この場合、区画部位置戻し材８の側
方の本体部２４と区画部４Ｂとに挟まれた空間に断熱空気層が形成されていればよい。
　また、上記の第３実施形態では、区画部位置戻し材８は室外側レール２５Ｂおよび室内
側レール２６Ｂと離間しているが、当接していてもよい。この場合、通常時に区画部位置
戻し材８と区画部４Ｂとが離間し、区画部位置戻し材８と区画部４Ｂとの間に断熱空気層
が形成されていればよい。
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【符号の説明】
【００４５】
　１Ａ～１Ｃ　サッシ
　２Ａ～２Ｃ　サッシ枠
　３Ａ　室外側サッシ障子
　３Ｂ　室内側サッシ障子
　４Ａ，４Ｂ　区画部　
　５　支持部
　６Ａ～６Ｃ　断熱空気層
　８　区画部位置戻し材
　１１　建物（躯体）
　１２　開口部
　１３　室外
　１４　室内
　２１Ａ～２１Ｃ　サッシ上枠
　２４　本体部
　２５Ａ，２５Ｂ　室外側レール
　２６Ａ，２６Ｂ　室内側レール
　２７　空部
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